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研究成果の概要（和文）：本研究で扱う問いは、自己利益を追求する個体間で大規模な相互

協力達成がいかにして可能かというものである。これは、これまでは理論的には説明不可

能だった問題であるが、本研究により解明への端緒を見出すことができた。具体的には、

他の社会的相互依存関係と相互協力達成状況との間に相互影響過程が存在すること、及び

相互協力状態維持のためのサンクションを行うことが別な状況において自己利益をもたら

す可能性があることを組み入れた理論を構築する必要性が明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）：Why it is possible to achieve a large-scale mutual cooperation among 
unrelated self-interested individuals is the core question of the current study.  Although 
this question has not been solved theoretically in previous studies, the current study found 
certain future directions in order to resolve the problem.  We found that we need to build a 
theoretical framework that incorporates two factors.  First, the situation to achieve 
mutual cooperation and the other situations where interdependency exists among 
individuals are not independent: they influence each other.  Second, sanctioners who try to 
maintain mutual cooperation may receive benefits in other situations although they have 
to pay the cost of sanctioning in the current situation. 
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１．研究開始当初の背景 
 
人類は、血縁関係を超えた大規模な集団で

相互協力状態を達成可能な唯一の種である。
なぜそのようなことが可能なのかは、社会科

学の根本問題であるばかりではなく、近年は
生物学でも注目を集め始めている。この相互
協力達成問題の定式化として最もよく用い
られるのが社会的ジレンマである。これは、
各個人は集団に対して協力か非協力のどち
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らかを選択できるという状況で、各個人にと
っては他者の行動にかかわらず非協力の方
が利得が大きいが、集団全体にとっては全員
が協力した方が協力しないよりも利得が大
きいという状況である。従って、各個人が自
分自身にとって最も望ましい行動である非
協力を選択すると仮定する限り、集団全体に
とって最も望ましい相互協力状態は決して
達成されないはずである。この問題を巡り、
これまでに様々な理論的・実証的研究が行わ
れてきているが、未だ解決からはほど遠いと
いうのが現状である。 
この問題に対し、本研究は様々な社会科学

及び生物学の知見を学際的に統合すること
で、新たな解決への道を探った。理論的には、
このままでは各個人は集団に対して協力す
るはずがないため、何らかの方法で社会的ジ
レンマという枠組みを変換する必要がある。
そこで本研究は、主に二つの側面から枠組み
を変換する可能性を考えた。一つ目は、実際
の社会においては社会的ジレンマは孤立し
て存在しているのではなく、他の様々な相互
依存状況のネットワークの中に埋め込まれ
ているため、複数の状況の組み合わせ考える
必要があるという点、もう一つは相互協力状
態維持のためのサンクションを行う個人は
サンクションに伴うコストを支払うが、別な
状況で全く別の利益を得るという可能性で
ある。次に、これらの点について詳述する。 

 
２．研究の目的 
 
社会的ジレンマ状況は、実際には真空中に

単独で存在するわけではない。実際の社会の
中には様々な相互依存関係が存在しており、
そのネットワークの中に社会的ジレンマ状
況 も 埋 め 込 ま れ て い る と 考 え ら れ る
（Granovetter, 1985）。そのため、社会的ジ
レンマ単独の利得構造ではなく、他の相互依
存状況とセットで考える必要があるだろう。
このことを検討するために、進化ゲーム理論
を用いた理論研究と大規模な実験室実験を
行う。それにより、単独では解決できない社
会的ジレンマが解決される可能性を探る。 
本研究でもう一つ検討することは、サンク

ション行使者の適応価である。相互協力状態
を達成し、維持するための最も有力な方法の
一つとして、サンクション（協力者に報酬を、
非協力者に罰を与える、等）が挙げられる。
しかし、このようなサンクション行動は、そ
れ自体にコストがかかるため、自己利益を追
求する個人を仮定する限り、サンクションを
行われないはずである。これは、本来の社会
的ジレンマ状況が、サンクションを巡る二次
のジレンマに先送りされたにすぎない、とい
うことである。しかしサンクション行使者が、
社会的ジレンマ状況では確かに損失を被る

が、それ以外の状況でそれを上回るだけの利
得を得るのであれば、サンクション行使者は
非行使者よりも適応的になるかもしれない。
このことを検討するのがもう一つの具体的
な目的である。 

 
３．研究の方法 
 
（１） 進化ゲーム理論に基づく理論研究 
人間の社会の特徴として、一般交換が挙げら
れる。これは、個人間交換の一形態であり、
一方的な資源提供により特徴付けられる。即
ち、自分が他者に提供した資源は直接は返報
されないが、別の第三者から返報されるとい
う「情けは人のためならず」の状況である。
この状況と社会的ジレンマを一つのセット
として考えた場合、両者で協力するという行
動パターン（戦略）が適応的となるかどうか
を、進化ゲーム理論に基づいて検討した。シ
ミュレーションでは、多数の行為者から成る
社会を想定し、その中で各行為者が社会的ジ
レンマと一般交換をプレイすることを繰り
返した。各行為者はそれぞれ特定の戦略を採
用しており、戦略毎の獲得利益を計算し、そ
れが高いほどその戦略の子孫が次世代で社
会の中に占める割合が大きくなるような、自
然選択と同様のメカニズムを導入した。これ
は、最終的にどのような戦略が適応的となる
かを見出すための手法である。 
 
（２） 社会的交換と社会的ジレンマの間の

関係を探る実験室実験 
これまで、社会的交換を経験することで社会
的連帯が高められるかどうかを検討する研
究はいくつか行われてきたが、一貫した結論
は未だ見出されていない。本実験では、純一
般交換（6人の間でのネットワークが決まっ
ていない一般交換）、鎖状一般交換（6人の閉
じた鎖の中での一般交換）、互恵交換（2者間
の一方的な資源提供による交換）、交渉交換
（交渉により交換の条件を決定する 2者間の
資源の交換）の 4つの形態を経験することで、
経験前と比較して社会的ジレンマにおける
協力率が変化するかどうかを検討した。具体
的には、4つの社会的交換を参加者間要因と
して設定し、その前後に社会的ジレンマを行
い、前後における協力率の差を従属変数とし
て用いた。 
 
（３） サンクション行使者はリーダーに選

ばれるか？ 
サンクション行使者が他の相互依存関係に
おいて利益を得られるかどうかについては、
先行研究で一貫した結果が得られていない。
サンクション行使者は信頼されるという研
究もあるが（Barclay, 2006）、社会的交換の
相手としては選ばれないという研究もある



 

 

（Horita, 2010）。ただし、これらの先行研
究では質問紙に対する回答が従属変数とし
て用いられることが多く、実際に行動を扱っ
たものはほとんどない。そこで本実験では、
リーダーとして選ばれるという側面に着目
し、実際の行動を測定することによりサンク
ション行使者の適応価を探った。ただし、リ
ーダーには様々なタイプがあり得るため、本
実験では 5つのタイプ（信頼性が必要な資源
分配リーダー、公正さが必要な資源分配リー
ダー、人間関係をメンテナンスするリーダー、
集団を代表して方向性を決定するリーダー、
サンクションを集団のために行うリーダー）
を取り上げ、参加者間要因として設定し、サ
ンクション行使者と非行使者の間でリーダ
ーとして選択される割合に差があるかどう
かを検討した。実験では、はじめに社会的ジ
レンマとサンクションを行い、次に行うゲー
ムのリーダーを誰にするか、投票により決定
した。 

 
４．研究成果 
 
（１） 
数理生物学で標準的に用いられているラン
ダムマッチングメカニズム（集団の中から行
為者が毎回ランダムに選ばれる）を用いた結
果、社会的ジレンマと一般交換を独立の状況
ではなくセットとして捉えて行動を決定す
る連結戦略は適応的とはならず、相互協力の
均衡は出現しなかった。これに対し、社会科
学において提唱されている選択的プレイメ
カニズム（各行為者は自分の相手を自分の基
準で毎回選択する）を用いた場合は、適応的
となる連結戦略が存在し、相互協力が均衡と
なり得ることが示された。このことは、自然
科学における前提をそのまま社会科学に採
り入れることの危険性を表していると共に、
進化ゲーム理論という道具の有効性をも示
している。 
 
（２） 
社会的交換を経験する前と後の社会的ジレ
ンマ協力率の差に条件差があるかどうかを
検討したところ、交渉交換よりもそれ以外の
3 タイプの交換を経験することで、社会的ジ
レンマでの協力率が上昇するという結果が
得られた。この結果は、交換の条件を巡る交
渉を行うことは、社会的ジレンマ解決を促進
しないことを示している。これは、交渉交換
では社会的不確実性が非常に小さく、交渉交
換が成立しても他者の人間性に対する期待
（例えば信頼性）は高まらなかったが、それ
以外の交換の経験は、他者の資源提供行動を
人間性に帰属することが可能であったため
であると考えられる。 
 

（３） 
サンクション行使者と非行使者で、リーダー
として選ばれる確率に差があるかどうかを
検討したところ、一般的に、どの条件でもサ
ンクション非行使者の方がリーダーとして
選ばれていた。ただし、社会的ジレンマにお
いて協力した人の間では、公正さが必要なリ
ーダーとしてはサンクション行使者の方が
選ばれる傾向が見られた（ただし有意ではな
い）。実験状況の設定に問題点はあったもの
の、この結果は、リーダーのタイプによりサ
ンクション行使者の人気に差があること、ま
た社会的ジレンマ以外の状況の種類によっ
ては、サンクション行使は自己利益に更にマ
イナスの効果をもたらす可能性があること
を示唆している。 
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